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J-PARCでのトピックス

← ２０年以内に実現可能か？

← １０年以内に実現可能か？

By Kumano-san



  

J-PARCでのGPD測定 (30GeVで可)

By Kumano-san



  

J-PARCでのDrell-Yan実験

無偏極Drell-Yan実験
 - E906よりも高いx (0.2 ~ 0.6) でのu(x) / d(x)
 - Boer-Mulders functionの測定
 - 30 GeVでは厳しいか。
    → 40 GeVなら比較的容易にできる？
    → 50 GeVが望ましい。

偏極標的Drell-Yan実験
 - TMDフレームワークの検証
 - AN : Sivers, Transversity&Boer-Mulders

偏極標的＋偏極ビームDrell-Yan実験
 - ALL : ∆u(x) / ∆d(x)
 - ATT : Transversity



  

J-PARCアップグレードの必要性
偏極ターゲットの開発
 - Single Spin Asymmetryであれば、偏極標的でいい。

ビームエネルギーのアップグレード
 - 核子構造の研究ではpQCDのフレームワークに乗ることが必須
 - Drell-Yan実験での統計量に影響

偏極ビームへのアップグレード
 - Double Spin Asymmetryには必須
 - 高いx領域でのPol. PDFの測定。
 - Transversity, TMD, GPD測定

30→50 GeVにアップグレードすることで大きく幅が広がる
（アップグレードしないと10年以内に終わってしまう？）
 - 偏極ep, 偏極ppで何が分かったのか？
 - ”大きな軌道角運動量 + 2D→3Dへの発展”は
    新しいパラダイムとして人々に受け入れられるか？



  

J-PARCでのその他のトピックス

ニュートリノビームを使った∆sの測定
 - 統計量は十分か？

スピン1粒子（重陽子）のテンソル構造関数の測定
 - 陽子+偏極重陽子でのDrell-Yan測定
 - ed散乱の方が得意？

原子核の構造関数の測定？
 - これもeA散乱の方が得意？

J/psi, charmの物理

Polarizability

形状因子



  

Fermilab

無偏極陽子ビームによるDrell-Yan実験 (E906 / SeaQuest)
 - x = 0.1 ~ 0.4 の高いx領域
 - データを取り始めるところ。2年間のビームタイム
 - 5年以内には終了

E906実験後
 - 偏極ターゲットをインストール。5年以内に終了か。
   状況により、RHIC or J-PARCでの実験となる。

それ以降は？ ( 2018年 ~ )
 - J-PARCと比べてエネルギーは高い (120 GeV)
    ( J-PARCの方がより高いxを見る )
 - RHICよりはエネルギーは低いが高統計。



  

RHIC
現時点で稼働している偏極陽子ビームコライダー
下のような測定が行われている。（~2015年くらいまで）
 - ALL : ∆gの測定 ( x ~ 0.1 付近 )
 - AL   : Wを使った∆qの測定
 - AN  : Sivers, Collins, Higher twist
 - ATT : Transversity
 - pp, pC弾性散乱

将来計画
 - 2015年 ~ 2020年
    検出器のアップグレード
    ルミノシティ、エネルギーのアップグレード (?)
     → あまり大きな変化はないか。

 - 2018年 ~
    Drell-Yan実験 (偏極ビームを利用可能)

 - それ以降
     eRHIC



  

RHICの将来計画



  

LHC

実験が開始した。

核子構造の物理は？

QCD, PDFなどの検証にはなる。
無偏極PDFの精度向上になるか？



  

GSI-FAIR



  

Hadron Facilityでの将来計画
今から5年
 - RHICでの∆g、∆qの測定
 - FermilabでのDrell-Yan実験（無偏極＋偏極）

今から5 ~ 10年の間
 - RHICでのDrell-Yan実験
 - J-PARC 30 GeVでの実験 (GPD、J/psi、char、ニュートリノビーム?)
 - J-PARCでのDrell-Yan実験
    ( 30 GeVでできるか？  40 – 50 GeVへのアップグレードは？ )

今から10 ~ 20年の間
 - J-PARCでの実験 : 50 GeVビームは実現するか？
    Drell-Yan、Single Spin Asymmetry

今から20年以降
 - 3D核子構造の理解が終わっていたい。
 - スピンを含めた核子構造は理解できるのか？　スピンパズルは？
 - 稼働しているFacilityは？ J-PARC、LHC？ 新しい加速器の建設？



  
By Kumano-san
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